





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































試料番号 遺跡名 遺跡所在地 担当機関名 種類大分類 種類小分類 採取部位 時代 土器型式 報告書図番号
OSF－12 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 口縁外 弥生前期 河内1－2期 2004『瓜生堂遺跡1』第43図3235
OSF－16 山賀遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内卜3期 『山賀n』39図
OSF－18 山賀遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－3期 『山賀ロ』34図
OSF－20－b 山賀遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－3期～1－4期 『山賀H』40図
OSF－23 美園遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－4期 『美園則167図
OSF－26 美園遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生中期 河内H－1期 『美園H』162図
OSF－30 美園遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生中期 河内H－1期 『美園H』132図
OSF－32 美園遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生中期 河内n－2期 『美園H』151図
OSF－33 亀井遺跡 大阪府八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
蓋内 弥生中期 河内n－3期 『亀井n』276頁194図13
OSF－35 新上小阪遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
蓋内 弥生中期 河内H－3期 「94集新上小阪』173頁97図
OSF－36 新上小阪遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
胴外 弥生中期 河内∬－3期 『94集新上小阪』189頁108図
OSF37 新上小阪遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財〉大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生中期 河内n－2～3期 『94集新上小阪』189頁108図
OSF－38 新上小阪遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
胴内 弥生中期 河内皿一2～3期 『94集新上小阪』173頁97図
OSF－39 池島・福万寺遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 口縁外 弥生中期 河内H－2～3期 『池島・福万寺XXI』86頁55図
OSF－40 亀井遺跡 大阪府八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生中期 河内皿一1期 『亀井・城山』U7頁127図
OSF－45 池島・福万寺遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
底内 弥生中期 河内皿～IV－1・2期 『池島・福万寺XXIj77頁48図，池島福万寺遺跡3一図171－50
OSF一で’ 池島・福万寺遺跡 大阪府東大阪市・八尾市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
底内 縄文晩期 長原式（新） 『池島・福万寺XXV』55頁35図1，35図2，池島福万寺遺跡3一図220－5
OSF－7 若江北遺跡 大阪府東大阪市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内卜1期 『15集巨摩・若江北』98頁113図
OSF－8 若江北遺跡 大阪府東大阪市 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－1期 『15集巨摩・若江北』98頁113図
OSH－05 宮ノ下遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 胴外 縄文晩期 滋賀里皿～船橋式 「宮ノ下遺跡第1次』20図報75，写真図版39上
OSH－06 宮ノ下遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 胴外 縄文晩期 滋賀里IV～長原式 『宮ノ下遺跡第1次』18図報4α写真図版38上
OSH㊥ 宮ノ下遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 胴外 縄文晩期 船橋～長原式 『宮ノ下遺跡第1次』14図版3，写真27
OSH－3 宮ノ下遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 口縁外，胴外 弥生前期
『宮ノ下遺跡第1次』報告236，28図写真図版47
下
OSH－4 宮ノ下遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 焦 口縁外，胴外 縄文晩期 長原式 『宮ノ下遺跡第1次』第17図報告25，写真36下
OSH一ユ5 鬼塚遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 胴外 縄文晩期 滋賀里H式 『鬼塚遺跡第8次』32図報144，写真図版43下
OSH－19 水走遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 口縁外，胴外 弥生前期 河内1－1期 『水走・鬼虎川遺跡』45図103，写真図版48下
OSH－20 水走遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 口縁外 弥生前期 河内1期新ぽに近い） 『水走・鬼虎川遺跡』45図104，図版48下
OSH－31 水走遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 口縁外、胴外 縄文晩期 長原式 『水走・鬼虎川遺跡』56図705，写真図版56上
OSH－33 水走遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 口縁外 縄文晩期 長原式 『水走・鬼虎川遺跡』56図621
OSH－40 水走遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－1期 「水走・鬼虎川遺跡』14図176．写真図版43下
OSKY－0379木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 吹 口縁外 弥生前期 河内1－1期 『木の本遺跡』70頁58図379
OSKY－0385木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 吹 口縁外 弥生前期 河内1－1期 『木の本遺跡』70頁58図385
OSKY－0420木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 吹 胴外 弥生前期 河内1－1～2期 『木の本遺跡』73頁60図420
OSKY－378－b木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 吹 胴外 弥生前期 河内仁1期 『木の本遺跡』70頁58図378
OSKY－6 木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 煤 胴外 縄文晩期 長原式 『木の本遺跡』37図6
OSKY－Ol56木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－2期？ 『木の本遺跡』43図156
OSKY－0347木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 吹 胴外 弥生前期 河内卜1期 『木の本遺跡』56図347
［迫
冴??【??????????????????????????????????????
ω△ OSKY－0353木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 吹 胴外 弥生前期 河内1－1期 『木の本遺跡』56図353
OSKY－0406－b木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－1～2期 『木の本遺跡』59図406
OSKY－0429木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－2期 『木の本遺跡』61図429
OSKY－C1－1木の本遺跡 大阪府八尾市空港1丁目地内 大阪府教育委員会／岩崎二郎・横田　明 木材 杭 弥生前期？ 『木の本遺跡』
OSTK－2 安満遺跡 大阪府高槻市 高槻市埋蔵文化財センター／森田克行 土器付着物 漆膜 胴内 弥生前期 摂津1斗期 『弥生土器の様式と編年』1－1－19
OSBR－C1 牟礼遺跡 大阪府茨木市 茨木市教育委員会／奥井哲秀 木材 杭 縄文晩期？ 高槻市年報1989，
OSBR－C2 牟礼遺跡 大阪府茨木市 茨木市教育委員会／奥井哲秀 木材
?
縄文晩期？ 高槻市年報1989，
OSBR－C3 牟礼遺跡 大阪府茨木市 茨木市教育委員会／奥井哲秀 木材 杭 縄文晩期？ 高槻市年報1989，
OSBR－1 牟礼遺跡 大阪府茨木市 茨木市教育委員会／奥井哲秀 土器付着物 煤 口縁外，胴外 縄文晩期？ 高槻市年報1989，図14－3
OSBR－2 牟礼遺跡 大阪府茨木市 茨木市教育委員会／奥井哲秀 土器付着物
?
底内 弥生前期 高槻市年報1989，図なし
OSBR－3 牟礼遺跡 大阪府茨木市 茨木市教育委員会／奥井哲秀 土器付着物 煤 胴外 縄文晩期？ 高槻市年報1989，図なし
OSH－C4－0 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最も内側 弥生中期 河内IV寸期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH℃4－10 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から10層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－20 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から20層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－30 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から30層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－40 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から40層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－50 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から50層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2∞6
OSH－C4－60 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から60層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－70 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から70層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C十80 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から80層目 弥生中期 「東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－90 瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から90層目 弥生中期 『東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－100瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から100層目弥生中期 「東大阪市47次1』・坂本他2006
OSH－C4－110瓜生堂遺跡 大阪府東大阪市 東大阪市埋蔵文化財センター／勝田邦夫 木棺底板材 最内から110層目弥生中期 「東大阪市47次1』・坂本他2006
OSF－Cl－1 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 柱材 モミ属 最外1年目 弥生前期 河内1－4期 『154集私部南遺跡1』図62廿
OSF－Cl－11 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 柱材 モミ属 最外11年目 弥生前期 河内1－4期 『154集私部南遺跡1』図62－6
OSF－Cl－21 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 柱材 モミ属 最外21年目 弥生前期 河内1－4期 『154集私部南遺跡1』図62略
OSF－C2 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 柱材
コナラ属コナラ節
弥生前期 河内仁4期 『154集私部南遺跡1』図62－7
OSF－C3 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 柱材 弥生前期 河内卜4期 『154集私部南遺跡Ij登録番号651
OSF－192 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
口縁外 縄文晩期 長原式 『154集私部南遺跡1』図47－6
OSF－193 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
底内 縄文晩期 長原式 『154集私部南遺跡1』図71－3
OSF－214 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－2～3期 『154集私部南遺跡1』図54－13
OSF－215 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 口縁外 弥生前期 河内1－2～3期 『154集私部南遺跡1』図54－4
OSF－216 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 口縁外 弥生前期 河内卜2～3期 『154集私部南遺跡1』図54－25
OSF－225 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物
?
胴内 弥生前期 河内卜3～4期 『154集私部南遺跡1』図44－］4
OSF－227 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 口縁外 弥生前期 河内1－4期 『154集私部南遺跡1』図54－17
OSF－230 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 口縁外 弥生前期 河内1－4期 『154集私部南遺跡1』図48で
OSF232－a私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 口縁外 弥生前期 河内1－4～n－1期 「154集私部南遺跡1』図43－1
OSF－232－b 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外 弥生前期 河内1－4～H－1期 「154集私部南遺跡1』図43－1
OSF－224－b 私部南遺跡 大阪府交野市向井田一丁目 （財）大阪府文化財センター／秋山浩三 土器付着物 煤 胴外上 弥生前期 河内1－3～4期 「154集私部南遺跡1』図54－6




試料番号 遺跡名 機関番号 14CBP14C誤差 δ13C（脇）較正年代1　cal　BC（％）較正年代2　cal　BC（％）較正年代3　cal　BC（％）較正年代4　cal　BC（％）較正年代5　cal　BC（％）
OSF－12 瓜生堂遺跡 Beta－1845582440 ±40 一26．0 750「685 21．6 665－610 12．6 595－405 61．3
OSF－16 山賀遺跡 IAAA405502 30 ±40 795－535 94．9 530－520 0．6
OSF－18 山賀遺跡 IAAA－405512470 ±40 一27ユ 765－680 26．9 67〔十480 57．1 470－410 11．5
OSF－20－b 山賀遺跡 Beta－1970192470 ±40 一26．7 765－680 26．9 670－480 57．1 470－410 11．5
OSF－23 美園遺跡 IAAA－405522270 ±30 一18．0 395－350 46．8 300－225 44．4 225－210 4．3
OSF－26 美園遺跡 MTC－052232240 ±35 一25．4 390－340 272 325－205 68．3
OSF－30 美園遺跡 IAAA－405532250 ±40 一15．4 395－340 30．8 325－205 64．6
OSF－32 美園遺跡 IAAA－405542320 ±40 一16．6 510－435 10．8 430－350 67．4 29〔｝－230 16．1 220－210 0．8
OSF－33 亀井遺跡 IAAA－405552230 ±40 一27．1 385－200 955
OSF－35 新上小阪遺跡 Beta－1899372250 ±40 一257 395－340 30．8 325－205 64．6
OSF－36 新上小阪遺跡 IAAA－405562270 ±30 一26．1 39与350 46．8 300－225 44．4 225－210 4．3
OSF－37 新上小阪遺跡 MTC－045902295 ±30 一249 405－355 70．6 290－230 248
OSF－38 新上小阪遺跡 Beta－1899352210 ±40 一26．7 385－185 95．4
OSF－39 池島・福万寺遺跡 MTC－045912290 ±35 405－350 58．4 295－225 34ユ 220－210 2．9
OSF－40 亀井遺跡 IAAA－405572200 ±30 一27．0 375－190 95．3
OSF45 池島・福万寺遺跡 MTC－045922115 ±35 一27．0 345－315 5．4 205－45 90．0
OSF－6’ 池島・福万寺遺跡 MTC－045892485 ±35 一26．5 77〔｝－500 89．5 495－485 1．0 460－445 1．7 440－415 3．2
OSF－7 若江北遺跡 IAAA－405492480 ±40 一25．8 77〔ト480 87．4 465－415 8．0
OSF－8 若江北遺跡 MTC－054092515 ±35 一23ユ 790－535 94．4 530－520 1．1
OSH－05 宮ノ下遺跡 Beta－1880752620 ±40 一26ユ 895－865 3．2 865－850 1．O 850－755 88．3 685－670 29
OSH－06 宮ノ下遺跡 Beta－1880762550 ±40 一26．6 805－720 41．3 690－540 54．2
OSH－09 宮ノ下遺跡 Beta－1881752 10 ±40 一26．3 795－510 94．1 435－420 L3
OSH－3 宮ノ下遺跡 MTC－059492425 ±35 750－685 18．4 665－640 5．7 595－400 71．3
OSH－4 宮ノ下遺跡 MTC－059502570 ±40 810－735 55．2 690r66013．9 65（卜545 26．4
OSH－15 鬼塚遺跡 Beta－1881762940 ±40 一25．7 1290－12801．0 1270－101594．5
OSH－19 水走遺跡 MTCO59512505 ±40 790－505 93．1 460－450 0．6 440－415 1．8
OSH－20 水走遺跡 Beta－1881772450 ±40 一24．4 755－685 23．2 670－605 15．4 600－405 56．9
OSH－31 水走遺跡 Beta－1881792540 ±40 一25．6 80（）－705 36．9 695－540 58．6
OSH－33 水走遺跡 Beta－1881782520 ±40 一24．1 795－515 95．4
OSH－40 水走遺跡 Beta－1880772540 ±40 一25．0 800－705 36．9 695－540 58．6
OSKY－0379 木の本遺跡 IAAA－408502410 ±30 740－690 11．7 665－645 2．7 545－400 81ユ
OSKY－0385 木の本遺跡 Betaヨ964042490 ±40 一27．1 780－495 89．1 495－485 12 46〔〉－445 1．8 440－415 3．3
OSKY－0420 木の本遺跡 IAAA－408512430 ±30 一27．1 750メ〕85 19ユ 665－640 5．4 590－575 2．0 570－400 68．9
OSKY－C1－1 木の本遺跡 Beta－2012511330 ±40 一26．0 AD645－AD77595．5
OSKY－378－b 木の本遺跡 MTC－059522465 ±40 760－680 25．8 670－475 56ユ 470－410 13．6
OSKY－6 木の本遺跡 MTC－059532480 ±45 770－480 860 465－415 9．5
OSKY－Ol56 木の本遺跡 MTC－074642370 ±50 一20．2 750－685 1LO 665－640 3．1 595－365 81．3
OSKY－0347 木の本遺跡 MTC－074652360 ±50 750r685 9．1 665－645 2．4 590－575 0．8 570－355 81．8 275－255 1．2
［???????????????????????????????????????????
ωΦ
OSKY－0353 木の本遺跡 MTC－074662470 ±130 一27ユ 895－870 07 845－350 91．7 295－230 2．7 220－210 0．3
OSKY－0406－b木の本遺跡 MTC－074672345 ±50 740－690 59 665－645 1．4 545－350 81．1 290－230 6．7 220－210 0．4
OSKY－0429 木の本遺跡 MTC－074682430 ±50 一27．3 755－685 20ユ 670づ05 12．6 60G－400 62．7
OSTK－2 安満遺跡 Beta－2012572440 ±40 一29．5 750－685 21．6 665－610 12．6 595－405 61．3
OSBR－C1 牟礼遺跡 Beta－2012722440 ±40 一29．6 750－685 21．6 665弓10 12．6 595－405 6L3
OSBR－C2 牟礼遺跡 Beta－2012732520 ±40 一2＆0 795－515 95．4
OSBR－℃3 牟礼遺跡 Beta－2012742 20 ±40 一26．4 750ト685 179 665－635 6．0 620－610 0．8 595－400 70．8
OSBR－1 牟礼遺跡 MTC－059462595 ±35 830－750 84．2 685略65 7ユ 635－620 1．5 615－590 2．7
OSBR－2 牟礼遺跡 MTC－059472495 ±35 785－505 92．8 460－450 0．7 44（ト415 1．9
OSBR－3 牟礼遺跡 MTGO59482555 ±35 800－735 48．0 690－660 16．0 650－545 31．5
OSH－C4－0 瓜生堂遺跡 MTC－058482255 ±40 395－340 32．6 325－205 62．8
OSH－℃4－10 瓜生堂遺跡 MTC－058492175 ±40 375－145 90．7 140－llO 4．8
OSH－C4－20 瓜生堂遺跡 MTC－058502235 ±40 390－335 25．6 330－200 68．7
OSH℃4－30 瓜生堂遺跡 MTC－058512215 ±40 385－190 95．4
OSH－C4－40 瓜生堂遺跡 MTC－058522220 ±40 385－195 95．5
OSH－〈二4－50 瓜生堂遺跡 MTC－058532215 ±40 385－190 95．4
OSH－C4－60 瓜生堂遺跡 MTC－058542185 ±40 380－160 93．4 130－ll5 2．0
OSH－C4－70 瓜生堂遺跡 MTC－058552180 ±40 380－150 922 135－115 32
OSH－C4－80 瓜生堂遺跡 MTC－058562165 ±40 365－95 95．4
OSH－C4－90 瓜生堂遺跡 MTC－058572135 ±40 355－285 19．4 230－45 76．0
OSH－C4－100 瓜生堂遺跡 MTC－058582185 ±40 380－160 93．4 130－115 2．0
OSH－C4－110 瓜生堂遺跡 MTC－058592195 ±40 385－165 95．4
OSF－Cl－1 私部南遺跡 PLD－49752410 ±20 705－695 2．6 540－400 91．6
OSF－C1－11 私部南遺跡 PLD－49762450 ±20 750ト685 28．8 665－640 9．0 590－410 57．6
OSF－C1－21 私部南遺跡 PLD－49772495 ±20 765－705 20．6 695－540 74．8
OSF－C2 私部南遺跡 PLD－49782350 ±20 485－460 4．3 450－440 1．4 415－385 89．6
OSF－℃3 私部南遺跡 PLD－49792480 ±25 765－505 93．1 460－450 0．5 440－420 1．9
OSF－192 私部南遺跡 PLD－49802475 ±25 一25．8 765－680 30．7 675－505 59．8 490－485 0．4 460－450 1．3 44〔｝－415 2．8
OSF－193 私部南遺跡 PLD－49812505 ±25 一23．5 775－705 22．6 695－540 72．5
OSF－214 私部南遺跡 PLD－49822395 ±25 705－695 2．0 540－395 92．8
OSF－215 私部南遺跡 PLD－49832395 ±25 705－695 2．0 540－395 92．8
OSF－216 私部南遺跡 PLD－49842700 ±110 1190－11750．5 1160－11400．7 1130－535939 530－525 0．2
OSF－225 私部南遺跡 PLD－49852450 ±25 一26．1 750－685 26．4 665竜35 9．6 620－610 1．5 595－410 57．9
OSF－227 私部南遺跡 PLD－49862475 ±25 一26．6 765－680 30．7 675－505 59．8 490－485 0．4 460－450 1．3 440－415 2．8
OSF－230 私部南遺跡 PLD－49872405 ±25 725－690 6．7 540－400 8＆6
OSF－232－a 私部南遺跡 PLD－49882425 ±25 一27．2 740r68515．4 665－645 3．6 550－405 762
OSF－232－b 私部南遺跡 PLD－49892405 ±25 一26．9 725－690 6．7 54（｝－400 88．6
OSF－224－b 私部南遺跡 MTC－067372450 ±30 750－685 24．8 665－630 10．4 625－610 2．5 595－410 57．6

























































































































































































1790 40 05F165布留ll 44
1960 40 OSF98 河内Vl－3 43
2000 40 OSF95 河内Vl弓 42
1980 40 OSF111RE河内V－3～Vl－1 41
1990 40 OSF110河内V－3～Vl－1 40
1950 40 OSF109河内V－3～Vl－1 39
2020 40 OSF105河内V－3 38
1990 40 OSF103河内V－3 37
2010 30 OSF102河内V－3 36
1980 40 OSF101河内V－3 35
2060 40 OSF90 河内V－0 34
2115 35 OSF45 河内lll～IV－1・233
2200 30 OSF40 河内1は1 32
2290 35 OSF39 河内ll－2・3 31
2210 40 OSF38 河内ll－2・3 30
2295 30 OSF37 河内ll－2・3 29
2250 40 OSF236河内ll－3 28
2270 30 OSF36 河内1仁3 27
2250 40 OSF35 河内ll－3 26
2230 40 OSF33 河内11－3 25
2320 40 OSF32 河内i仁2 24
2240 35 OSF26 河内ll－1 23
2250 40 OSF30 河内1い1 22
2270 30 OSF23 河内1－4～ll一初 21
2450 40 OSH20河内1期未 20
2470 40 OSF20b河内十3 19
2530 40 05F18 河内1－3 18
2480 40 OSF16 河内1－3 1ア
2440 40 OSF12 河内1－2 16
2485 35 05F6「 長原 15
2410 30 05KY379河内1期古 14
2430 30 OSKY420河内1期古 13
2480 40 OSF7 河内1－1 12
2490 40 OSKY385河内1期古 11
2540 40 OSH40河内1期古 10
2510 40 OSH9 長原 9
2520 40 OSH33長原 8
2540 40 OSH31 長原 7
2550 40 OSH6 長原 6
2480 45 OSKY6長原 5
2570 40 OSH4 長原 4
2760 40 KYTU　14 滋賀里lll　b 3
2620 40 OSH5 滋賀里川 2
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③・・ 近畿における弥生化の実像解明に向けて
　年代測定の結果に基づいて近畿地方の弥生文化を考えるとき，以下の点について検討を加える必
要がある。
1　長原式土器の存続期間の問題
　縄文晩期長原式土器が，弥生時代前期土器と時間的に共伴するか否か，共伴する場合に同一遺跡・
地点において共存するか地点を異にして時期的に同時存在するのか，共存する場合にどのように集
団差を表すか，など様々な議論が重ねられてきた。ここでは，年代測定の上から見て，同一地域内
に長原式土器と弥生前期土器とが同時期に存在しているかどうかを検討したい。
　まず口酒井式土器についての測定結果を見ると，ぎりぎり「2400年問題」の直前か「2400年問題」
前半にかかった年代に相当すると考えられ，較正年代で言えば800－780cal　BC年頃と考えられる。
この年代に相当する弥生前期土器は，近畿地方では現時点では測定例がなく，ロ酒井式・船橋式は
突帯文土器単独で分布していたと考えられる。長原式になると，明らかに「2400年問題」の前半
に存在するもの（本山遺跡，水走遺跡の例）と，「2400年問題」後半に含まれるもの（木の本遺跡，池島・
福万寺遺跡，唐古・鍵遺跡）などが認められ，少なくとも長原式（水走式）の突帯文土器が相当長期
にわたって存続していたことは間違いない。「2400年問題」に含まれているために較正年代を絞り
込むことは難しいが，地域的に見るならば，神戸市本山遺跡の水路に伴う突帯文土器は前8～6世
紀で，すべて250014C　BP年代の14C年代であることから，その中央値付近すなわちBC700年頃（前
後50年程度は誤差を見込む）である可能性が高い。河内地域では，水走遺跡で明らかに突帯文土器
と弥生前期土器が少なくとも極めて近接した時期に存在し，「2400年問題」の前半と後半の境頃，
即ちBC550年を挟む年代頃に，水走式土器と弥生前期河内1－1期の土器が存在している。水走遺
跡についてみると，屈曲をもつ2条の突帯文土器はやや古い年代値が測定され，胴上部が直立する
1条突帯の土器はやや新しい14C年代値であり，この点からも長原式・水走式土器がBC550年頃の
前後，すなわちBC600－500年頃にわたって存続していたことを示唆する。さらに池島・福万寺遺
跡の長原式土器など，「2400年問題」の後半に下る突帯文土器が確実に存在する。したがって，河
内地域ではBC600－500年頃に弥生前期土器と突帯文土器が同時期に存在した可能性が高い。
　最後に奈良盆地では，唐古・鍵遺跡最古段階の遺構において，突帯文土器最末期の土器と弥生
前期大和第1－1－a様式土器が共伴しており，その年代は「2400年問題」後半である。このことか
ら，小地域ごとに共存期間は異なることが予想されるが，近畿地方全体で言えば，BC700年頃か
らBC500年頃の200年間は突帯文土器が存続していた可能性が大きい。神戸市周辺（摂津西部）や
河内地域などと地域を分けると，突帯文土器と弥生前期土器が確実に共伴するのは100年程度にな
る可能性がある。ただし，現在測定値を得ている河内地域の弥生前期土器・突帯文土器共伴遺跡よ
りも讃良郡条里遺跡が1段階古く本山遺跡等に並ぶ段階であれば，河内地域でも，200年近く突帯
文土器と弥生前期土器が共存したことになる。
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2　時代区分の問題
　河内，さらに近畿地方に限らないが，日本列島の中で，縄文時代と弥生時代を，いつどのように
区分するかという問題がある。
　藤尾慎一郎が説く［藤尾2005］ように，北部九州の一遺跡で水田稲作が始まったときに，日本列
島は弥生時代に突入するが，弥生文化はしばらく玄界灘にとどまる，という弥生時代像は，わかり
やすくかつ論理的であるが，日本という政治的まとまり以前の地域社会を捉えるには一元的ではな
いかともいえる。
　さらに設楽博己が論ずる［設楽2005］ように，東日本弥生文化について独自性を認めた上で積極
的に評価し，「縄文系弥生文化」と位置づける考えもあり，文化論としても議論が重ねられている。
最終的には，地域ごとに水田稲作の出現時期や，東西の文物の交流とその時期を明らかにした上で，
文化史的に再整理する必要がある。単に弥生時代の始まりがいつかという問題ではなく，実年代に
よる弥生時代の再編成という点で年代測定研究の重要性が強調される。
3　近畿における弥生化の過程
　ここでは，水田稲作が開始されるか，遠賀川系土器の出土に代表される文物のあり方によって，
その技術がもたらされたと考えられる時点をもって，弥生文化が波及したと捉え，近畿地方にいつ
頃，どの程度の年代幅で，弥生文化が波及したかを，上記の年代測定結果を基に仮定してみたい。
これまでにも多くの研究者により，弥生文化の波及過程についてモデルが提示されている［若林
2002など］。森岡秀人は西から東へと伝播してくる状況をモデルとして示し［森岡1993］，中西靖人
は近畿の縄文と弥生の関係について「すみわけ論」を論じ［中西1992］，秋山浩三は「共生論」を
論じた［秋山1999］。近畿地方における弥生系の文物・水田稲作の伝わり方について，あえて大き
く分けると，2つの弥生化のモデルを提示することができる。バケツリレー式（図9のモデルA）と
貫入式（図9のモデルB）である。Aはいわば手渡し式に，順々に弥生文化の要素が隣接する集落・
地域に伝播していくモデルであり，Bは九州北部から，中部瀬戸内から，または四国北部から，直
接的に移住または少数の集団，人間が渡来または情報が伝播し，近畿の特定の場所で水田稲作が始
まるモデルである。両モデルの理論的検討や文物のあり方による実証的検討はひとまずおき，年代
測定結果から並べるとどちらのモデルが有効かを検討してみることとしたい。
　岡山では津島江道遺跡，津島岡大遺跡などから出土している津島岡大式土器の付着物の年代測定
結果［山本2006］が，800－780cal　BC年頃である。水田はそれより新しいので前700年頃に，岡山
市付近の地域で水田稲作が始まっていると考えられる。
　神戸市付近では，大開遺跡や本山遺跡の弥生前期甕や突帯文土器の付着物の測定結果は，「2400
年問題」の前半，すなわち前8世紀後半から前6世紀前半の中に含まれる年代である。上記で論じ
たようにBC650年頃に水田稲作が始まったと捉えておく。弥生前期前半期に遠賀川系土器と突帯
文土器が共存することは大開遺跡や播磨地域［今里1971ほか］の例が知られており，播磨では弥生
前期皿期初頭まで両者が併存していた，と早くから理解されてきた［森岡ほか2007など］。
　瀬戸内を挟んだ香川県地域では，直接水田に関わる遺構から出土した資料を測定できていないが，
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土器の併行関係から見る限り，東中筋遺跡ほかの突帯文土器で，岡山付近とほぼ整合する年代が得
られており［小林ほか2006b］，少なくとも前8～6世紀の間に弥生文化が達していたと仮定できる。
大阪の河内湖（潟）南・東部では，河内地域最古の弥生遺跡と考えられている若江北遺跡の集落が，
BC600－550年頃に営まれていると考えられる。さらに若江北・水走遺跡よりも1段階古い可能性
がある讃良郡条里遺跡［中尾ほか2007］の遠賀川系土器の存在を考慮すると，前600年を少し遡る
頃には弥生文化が到達していた可能性も考えられる。
　さらに東方の奈良盆地の唐古・鍵遺跡の突帯文土器と共伴する最古段階の弥生前期土器（大和第
1－1－a様式）は，「2400年問題」の後半にあたり，もっとも古くみてもBC550年よりも新しい［小
林ほか2006a］。目を転じて琵琶湖東岸についてみても，竜ヶ崎A遺跡などで出土している突帯文土
器（長原式）は，「2400年問題」後半に確実に残っており，前6世紀後半～前5世紀のなかの一時
点まで，突帯文土器がかなり新しい時期まで存続していた可能性が考えられる［小林ほか2006c］。
　以上をまとめると，バケツリレー式（図のモデルA）に西から弥生文化が波及してくる中でも，
地域ごとに50～100年近い時間差が生じており，容易には東へ広がっていないことが予想される。
そうした状況を説明するモデルとして，小林青樹のいう「縄文の壁」が存在する文化伝播モデルが
考えられる［小林2006］。
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図9　弥生文化伝播の2つのモデル
　以上のことは単に年代を測定しても解明できるものではなく，文化要素の上から検討していく必
要がある。秋山浩三は，弥生開始期における讃岐金山産サヌカイトの河内地域への流入状況や，弥
生前期最古の土器の製作にみられる讃岐との共通性などを根拠とし，さらに，河内地域における弥
生前期の収穫用石器が讃岐産石材を用いているとされる指摘も視野に入れながら，河内における弥
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生文化は讃岐地方から移入されたと考えている［秋山1999，2003］。
　前述した年代的な共存関係の整理とあわせ，長原式土器は縄文系か（縄文的な生活様式をもった集
団が用いる土器なのか），石器組成などの検討を含めた生業の復元［寺前2001ほか］や，石棒・土偶
祭祀にみる縄文的要素のあり方［小林2000，秋山2002b・c］を重ねて検討していく必要があろう。
④・・ まとめと課題
　縄文晩期については，後期末および晩期初めの年代の測定例が不十分であり，東日本の十腰内式
～大洞諸型式の土器の年代に対比し得るような実年代を得るには至っていない。
　岡山では津島江道遺跡で突帯文土器の時期の水田遺構が1980年代に見つかっており，近畿でも
伊丹市口酒井遺跡や大阪市長原遺跡で突帯文土器の時期の土器に稲籾の圧痕がついた例が知られて
いる。また，口酒井遺跡では突帯文に伴うか不明確だが磨製石庖丁も出土している。その時期の稲
作の実態を明らかにして中国・近畿の水田稲作の始まりの実年代を示すこととともに，これらの地
方でも北部九州と同じように弥生早期を設定することに関しての議論が再度必要であると考える。
　本稿では弥生成立期を主とし前期と中期の境については詳述し得なかったが，鉄器普及の問題と
関連し，検討すべき問題である。弥生中期の始まりについては，それぞれの地域で前期末と中期初
めの土器型式の認定に変化が生じているため，土器編年上の対比も検討される必要がある。近畿の
内部でも土器型式の変遷が一律ではないとすれば，中期の始まりの実年代は前4世紀の幅のなかで
動くことになる。全体的に測定試料数はまだ不足しているが，当面は縄文晩期の測定事例を増すと
ともに，弥生前・中期については年輪年代がわかっている木材の炭素年代を積極的に測定し，日本
の年輪年代と対応させた較正曲線を作ったうえで，より絞り込んでいきたいと考えている。
　弥生中期中頃以降についても，試料の集中的な測定から，細かな年代比定は可能である。今後，
岡山・大阪・奈良などの諸地域間の併行関係を年代測定の方からも検討していきたい。
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14C　Dating　of　Yayoi　Pe亘od　in　Kawachi　Dist亘cts
KOBAYASHI　Ken’ichi，　HARUNARI　Hideji，　SAKAMOTO　Minoru　and　AK㎜Kozo
　　　In　December　2004，　we　completed　the　carbon－14　radiocarbon　dating　of　approximately　150　samples
from　the　Okayama　and　Shimane　prefectures　in　the　Chugoku　region，　the　Kochi，　Ehime　and　Kagawa
prefectures　in　Shikoku，　and　the　Hyogo，　Osaka，　Nara，　Kyoto　and　Shiga　prefectures　in　the　Kinki
region　dating　from　late　Jomon　to　the　Early　Kofun　period．　Most　of　the　samples　were　soot　and　burnt
food　adhering　to　pottery，　thollgh　lacquer　applied　to　pottery，　carbonized　rice　and　wooden　posts　from
buildings　were　also　included．
　　　By　calibrating皿r　measurements　we　obtained　dates　for　the　Latest　Jomon，　Early　Yayoi　and　Middle
Yayoi　periods　for　these　regions　as　follows．
　　　　Latest　Jomon：13　century　cal．　BC－70r　6　century　cal．　BC
　　　　Early　Yayoi：
　　　　　　　　　Chugoku　and　Shikoku：70r　6　century　cal．　BC－4　century　cal．　BC
　　　　　　　　　Kinki：6century　cal．　BC4　century　cal．　BC
　　　　Middle　Yayoi：4century　cal．　BC－1　century　cal．　BC
　　　In　other　words，　it　is　possible　that　there　is　a　gap　of　about　50　years　between　the　start　of　Early
Yayoi　in　the　Okay㎜a　area　and　when　it　started　in　the　Osaka　and　Nara　area．　It　is　estimated　that　the
late　Sawada吻e　in　Okay㎜a　and也e　Nagahara切e　in　Iqnki　coincide　wi血血e　Hrst　fa∬of　the　Early
Yayoi．　This　is　also　corroborated　by　the　results　of　dating　measurements．　Because　of　d江ferences　in　the
certinca60n　of　pottery　types丘om　inland　Kinki　as　well　in　recent　years，　Middle　Yayoi　starts　at　varying
dates　within　the　4th　century　BC．
　　　It　is　possible　that　Nagahara－type　pottery　and　Mizuhai－type　pottery，　thought　to　be　Late　Jomon
pottery，　continued　in　existence　from　the　8th　century　BC　to　the　5th　century　BC．　There　is　a　strong
possiblhty　that　in　the　Kawachi　district　Nagahara－type　and　Mizuhai－type　pottery　were　associated　with
Early　Yayoi　pottery　at　least　up　until　the　middle　of　Early　Yayoi．
　　　In　addition　to　increasing　the　number　of　samples　measured，　we　intend　to　narrow　down　the　dates
of　the　Early　Yayoi　and　Middle　Yayoi　periods　further　by　constructing　a　calibration　curve　based　on
Japanese　dendrochronology　obtained　by　the　carbon－14　dating　of　wood　that　has　been　tree－ring　dated．
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